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審 査 結 果 の 要 旨
ある種のハ ムシ類の幼虫は背部の反転腺か ら捕食生物に対す る防御物質を分泌 しているが,日 本産
ハ ムシ幼虫の防御物質は全 く不明 であ った。本論交は これ ら防御物質の構造解析を 目的 と して 日本産
の7種 のハム シ幼虫について研究 した ものである。
野外で採集 した コガタル リハムシを累代飼育 してえた幼虫を針で刺激 して分泌液を射出させ,キ ヤ
ピラ リーで集めbト ビイ ロケア リに対する忌避効果を指標 としなが ら抽 出物を分画 し,各 フラクシヨ
ソのGLG,GC-MS,オ ゾソ酸化の結果,お よび合成品 との 比較によ り,octadecylacetate,
(Z)一11-eicosenylacetateを同定 した。 さらに主成分はGC-MS,PMR,IRの 解析 よ
り,外 国牽ハ ムシよ り単離 されたchrysomelidialと同一であること1を明 らかに した。
ダイコン・・ムシの防御物質はc.hrysomelidialのみであ り,7,000頭の幼虫より得た30・9窺望
の試料を用いてCMR解 析を行なったほか,食 草を大根か らキヤベツに変えても分泌物は変化 しな い
ことを確かめ た。
クル ミハムシの分泌液か らはユグロソのみがえ られ,ヤ ナギハムシではベ ンズ アルデ ヒ ドとサ リチ
ル アルデ ヒ ドが同定 され た。 さ らに,ド ロノキハ ムシか らもサ リチルアル デヒ ドが単離 された。
ル リハ ムシの防御物質はTLC上3群 のスポッ トを示 し,TLC,GLCよ り第1群 はhexadecyl
acetate,(Z)一9-octadecenylacetate,octadecylacetate,(Z)一11・・eicos.
enylacetateと同定 され,第 .2群はGLC,GC-MSよ りchrysomelidialであるこ.とが確
かめ られ た。 さらに第3群 は,GLC,GG-MSよ りCloH1202の2成 分 よりなり,接 触還元,
PMRよ りplagi・1act・neとepiplagiolact・neであ るこ とが確かめ られたが,後 者は昆虫
か らは初めてえ られた ものである。
さら.にヤナギハ ムシの分泌物はGLCで4ピ ークを示 し,plagiolactone,.epiplagiolactone,
epichrysomelidialのほか に,新 化合物plagiodia丑が 含まれ て.いることを見出し,そ の構造が,
chrysomelidialの二重結合の位置異性体 である ことを明 らかに した。
以上の ように本論文は 日本産の多数のハ ムシ幼虫の防御物質 の本体を明 らか にした もので,多 くの
新知 見を含み,農 薬化学,化 学生 態学の分野に寄与す る ところが大きい。 よって審査員一 同は 著者が
農学博±:の学位を授与 され るに充分な資格を有する もの と判定 した。
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